基礎経済原論I　(松尾)　穴埋めノート

第9回　最適生産量の決定
企業の目的

　企業の目的は、自分のもうけ、すなわち、
　　　を最大化することである。これは、収入から費用を引いたものとして定義される。

　　　　　　　の仮定のもとでは、各企業にとって　　　は市場から与えられるものである。よって、それに生産量をかけたものが、収入となる。グラフでかくと左のようになる。

　費用は、生産量にかかわらずかかる　　　　　( 　  )と、生産が増えるごとに増加する　　　　　( 　  )とからなる。両者を合わせたものを総費用( 　  )と呼ぶ。生産量とそれぞれの費用の関係をグラフにすると次のようになる。

固定費用　　　　　　　　　可変費用　　　　　　　　総費用


最適生産量

　生産量と収入の関係を表す直線と、総費用曲線とを組み合わせると、　　　は、両線の間の縦幅で表される。

　これが最大になる点は、収入線と平行な直線が、総費用曲線と　　　　る点である。図でかくと次の通り。


　総費用曲線の接線の傾きは、
　　　　　　と呼ばれている。それゆえ、

「　　　＝　　　　　　」

が成り立つ生産量が、最適生産量である。

練習問題　次の費用曲線から、最適生産量の供給曲線を導け。
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